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検査Ⅳ 数学解答例 
 
 

１ 【各５点 計 35点】 

（１） (𝑥2 + 𝑥 + 1)(𝑥2 − 𝑥 + 1) （２） 
1

9
 

（３） 𝑥 < 3 （４） 𝑐𝑛 = 12𝑛 − 1 

（５） (1， − 1，1) （６） 2√3 

（７） 𝑦 = 𝑒𝑥 − 2 

 

２ 【８点】 

𝜃 = 18° とすると，5𝜃 = 90° であるから，2𝜃 = 90° − 3𝜃 

      sin 2𝜃 = sin(90° − 3𝜃) 

      sin 2𝜃 = cos 3𝜃 

   2 sin 𝜃 cos 𝜃 = 4 cos3 𝜃 − 3 cos 𝜃 

cos 𝜃 ≠ 0 であるから， 

      2 sin 𝜃 = 4 cos2 𝜃 − 3 

      2 sin 𝜃 = 4(1 − sin2 𝜃) − 3 

      4 sin2 𝜃 + 2 sin 𝜃 − 1 = 0 

sin 𝜃 > 0 より  sin 𝜃 =
−1 + √5

4
  

すなわち sin 18° =
−1 + √5

4
 



 
 ○       ○ 2 

  
記号 数 番号  

  

    

 

○    ○ 

 

  

検査Ⅳ 数学解答例 
 
 

３ 【各６点 計 18点】 

（１）∠ABC = 𝜃 とおくと， 

円に内接する四角形の性質より，∠ADC = 180° − 𝜃 

   △ABC において，余弦定理より， 

    AC
2

= 62 + 42 − 2 ∙ 6 ∙ 4 ∙ cos 𝜃 

      = 52 − 48 cos 𝜃 …… ① 

   △ADC において，余弦定理より， 

    AC
2

= 82 + 42 − 2 ∙ 8 ∙ 4 ∙ cos(180° − 𝜃) 

      = 80 + 64 cos 𝜃 …… ②   

   ①，②より  cos 𝜃 = −
1

4
 

   また，①より AC > 0 であるから AC = 8 

（２）AE：EC＝△ABD：△CBD 

   ∠BAD = 𝛼 とおくと，円に内接する四角形の性質より，∠BCD = 180° − 𝛼 

   △ABD =
1

2
∙ 6 ∙ 8 ∙ sin 𝛼 = 24 sin 𝛼   △CBD =

1

2
∙ 4 ∙ 4 ∙ sin(180° − 𝛼) = 8 sin 𝛼 

   よって，△ABD：△CBD = 24 sin 𝛼 ：8 sin 𝛼 = 3：1  

すなわち AE：EC = 3：1 

   したがって， EC =
1

4
AC = 2 

（３）（１）から cos 𝜃 = −
1

4
 なので sin 𝜃 > 0 より， sin 𝜃 = √1 − (−

1

4
)

2

=
√15

4
 

   △ABC =
1

2
∙ 6 ∙ 4 ∙

√15

4
= 3√15 

   △ABC：△BCE = AC：EC = 4：1 であるから， 

   𝑆 =
1

4
△ABC =

3√15

4
 

4 

4 

A 

B 

C 

D 

E 

6 
8 



 
 ○       ○ 3 

  
記号 数 番号  

  

    

 

○    ○ 

 

  

検査Ⅳ 数学解答例 
 
 

４ 【（１）５点（２）６点（３）７点 計 18点】 

（１）9個の文字のうち，Ｎが 3個，Ａが 2個同じだから， 

   求める順列の総数は 
9!

3! 2!
= 30240 通り 

（２）Ｎ以外の 6文字の並べ方は 
6!

2!
= 360 通り 

   並べた文字列の両端および文字間の 7ヶ所から， 

   Ｎ3個を入れる場所の選び方は 7C3 = 35 通り 

   よって，求める場合の数は 360 × 35 = 12600 通り 

（３）どの 3つのＮも隣り合わず，かつ 2つのＡが隣り合う並べ方 ……① の総数を求める。 

   隣り合うＡＡをまとめてＡ′で表すと， 

   Ａ′，Ｇ，Ｏ，Ｋ，Ｅの 5文字の並べ方は 5! = 120 通り 

   並べた文字列の両端および文字間の 6ヶ所から， 

   Ｎ3個を入れる場所の選び方は 6C3 = 20 通り 

   よって，①の総数は 120 × 20 = 2400 通り 

   したがって，求める場合の数は，（２）の結果を用いて 

   12600 − 2400 = 10200 通り 

 

５ 【10 点】 

Ａの得票率を 𝑝 とする。 

Ａの方が得票率が高ければ 𝑝 > 0.5 であるから，帰無仮説として 𝑝 = 0.5 を立てる。 

この仮説が正しいとすると，400人のうちＡに投票する人の人数 𝑋 は， 

二項分布 𝐵(400，0.5) に従う。 𝑋 の期待値を 𝑚，標準偏差を 𝜎 とすると， 

    𝑚 = 400 × 0.5 = 200， 𝜎 = √400 × 0.5 × (1 − 0.5) = 10 

よって，𝑍 =
𝑋 − 200

10
 は近似的に標準正規分布 𝑁(0，1) に従う。 

正規分布表より 𝑃(0 ≦ 𝑍 ≦ 1.64) ≒ 0.45 であるから，有意水準 5％の棄却域は 𝑍 ≧ 1.64 

𝑋 = 216 のとき 𝑍 =
216 − 200

10
= 1.6 であり，この値は棄却域に入らないから， 

仮説を棄却できない。よって，Ａの方が得票率が高いとは判断できない。 
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検査Ⅳ 数学解答例 
 
 

６ 【（１）７点（２）８点 計 15点】 

（１）球の中心を O とし，直円錐をその頂点と底面の円の中心を 

   通る平面で切り取ったとき，切り口の三角形 ABC，および 

   円と△ABC との接点 D，E を右図のように定める。 

   直円錐の高さは，球の直径より大きいので，𝑥 > 2 である。 

   △AOD において，∠ADO = 90°だから 

     AD = √OA
2

−OD
2

= √(𝑥 − 1)2 − 12 = √𝑥2 − 2𝑥 

   △ABE∽△AOD であるから，BE：OD = AE：AD 

   すなわち 𝑟：1 = 𝑥：√𝑥2 − 2𝑥 

   𝑥 > 2 であるから 𝑟 =
𝑥

√𝑥2 − 2𝑥
 

（２）直円錐の体積を 𝑉 とすると，（１）の結果を用いて 

    𝑉 =
1

3
∙ 𝜋𝑟2 ∙ 𝑥 =

1

3
∙ 𝜋 (

𝑥

√𝑥2 − 2𝑥
)

2

∙ 𝑥 =
𝜋𝑥2

3(𝑥 − 2)
 

    
𝑑𝑉

𝑑𝑥
=

𝜋

3
∙

2𝑥 ∙ (𝑥 − 2) − 𝑥2 ∙ 1

(𝑥 − 2)2
=

𝜋

3
∙

𝑥(𝑥 − 4)

(𝑥 − 2)2
 

   
𝑑𝑉

𝑑𝑥
= 0 とすると，𝑥 > 2 であるから 𝑥 = 4 

   増減表より， 𝑥 = 4 のとき，𝑉 は最小となる。 

   このとき，（１）から 𝑟 = √2 である。 

   よって，求める直円錐の底面の半径は √2 

D 

E 

A 

B C 

O 

1 

1 

𝑟 

𝑥 

𝑥 2 … 4 … 

𝑑𝑉

𝑑𝑥
  − 0 + 

𝑉  ↘ 極小 ↗ 
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検査Ⅳ 数学解答例 
 
 

７ 【（１）６点（２）10点 計 16点】 

（１）
𝑑𝑥

𝑑𝑡
= −2 sin 𝑡 + 2 sin 2𝑡 

   
𝑑𝑦

𝑑𝑡
= 2 cos 𝑡 − 2 cos 2𝑡 

（２）(
𝑑𝑥

𝑑𝑡
)

2

+ (
𝑑𝑦

𝑑𝑡
)

2

= 4(sin2 𝑡 − 2 sin 𝑡 sin 2𝑡 + sin2 2𝑡) + 4(cos2 𝑡 − 2 cos 𝑡 cos 2𝑡 + cos2 2𝑡) 

          = 4{2 − 2(cos 𝑡 cos 2𝑡 + sin 𝑡 sin 2𝑡)} 

          = 8(1 − cos 𝑡) 

          = 16 sin2 𝑡

2
 

   0 ≦ t ≦ π より，0 ≦
𝑡

2
≦

𝜋

2
 であるから sin

𝑡

2
≧ 0 

     √(
𝑑𝑥

𝑑𝑡
)

2

+ (
𝑑𝑦

𝑑𝑡
)

2

= √16 sin2 𝑡

2
= 4 sin

𝑡

2
 

   よって，Ｃの長さは 

     ∫ √(
𝑑𝑥

𝑑𝑡
)

2

+ (
𝑑𝑦

𝑑𝑡
)

2𝜋

0

𝑑𝑡 = ∫ 4 sin
𝑡

2

𝜋

0

𝑑𝑡 = 4 [ −2 cos
𝑡

2
 ]

0

𝜋

= 8 

 


